




















本研究成果は 2016 年 1 月 25 日に、農業生態系と環境の相互作用に関する国際誌


















 スズサイコの開花結実期である 7-9 月に草刈りをしていた生育地では、1 株あたりの果






























図 1 (a)開花結実期に刈り取りがされずに正常に成長し、結実したスズサイコの株 
























 Timing of mowing influences genetic diversity and reproductive success in 
 endangered semi-natural grassland plants 
 (草刈り時期が半自然草地性絶滅危惧植物の遺伝的多様性と繁殖成功に影響する) 
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